問題　大正時代の政局と政党政治に関するＡ・Ｂの文章・史料を読み、下の問い（問１

～９）に答えよ。（史料は、一部省略したり、書き改めたりしたところもある。）

（配点　２５）

　Ａ　大正期に、二度の組閣を行ない首相として薩摩・海軍閥出身ながら政党政治のながれを作った人物に　ア　がいる。一度目は、 eq \o\ac(○,ａ)政党政治家・知識人だけでなく広く一般民衆も参加した第一次護憲運動によって退陣した桂太郎内閣の後を受けて内閣を組織した。そして、彼は政友会と提携し、軍部大臣現役武官制や文官任用令の改正を行なうとともに行財政改革を実施した。しかし、自身の出身である eq \o\ac(○,ｂ)海軍の賄賂事件が発覚、世論の攻撃を受け総辞職した。二度目は、普通選挙法の制定をめざして組閣中に eq \o\ac(○,ｃ)関東大震災が発生した。そのため、組閣後ただちに東京に戒厳令をしいて、帝都復興院を設置するなどの震災の復興に努めた。ところが、1923年12月に　イ　事件が発生し、即日総辞職に追い込まれ、代わって、 eq \o\ac(○,ｄ)貴族院を母体とする清浦圭吾内閣が誕生するのである。

　問１　空欄　ア　と　イ　に入る語句の組合せとして正しいものを、次の①～④のうちから一つ選べ。　28　
　　　①　ア　犬養毅　　　イ　亀戸事件　　　　②　ア　犬養毅　　　イ　虎ノ門事件

　　　③　ア　山本権兵衛　イ　亀戸事件　　　　④　ア　山本権兵衛　イ　虎ノ門事件

　問２　下線部 eq \o\ac(○,ａ)に関して述べた次の文、Ⅰ～Ⅲについてその正誤の組合せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ選べ。　29　
　　　Ⅰ　立憲政友会の尾崎行雄等の政党政治家が護憲運動の中心となった。

　　　Ⅱ　閥族打破・憲政擁護がスローガンとして掲げられた。

　　　Ⅲ　桂太郎は立憲国民党を組織し、護憲運動に対抗しようとした。

　　　①　Ⅰ　正　　Ⅱ　誤　　Ⅲ　誤　　　②　Ⅰ　誤　　Ⅱ　誤　　Ⅲ　正

　　　③　Ⅰ　正　　Ⅱ　正　　Ⅲ　誤　　　④　Ⅰ　誤　　Ⅱ　正　　Ⅲ　正

　問３　下線部 eq \o\ac(○,ｂ)の事件が起きた同じ年の出来事として正しいものを、次の①～④のうち

から一つ選べ。　30　
　　　①米騒動　　　②第一次世界大戦勃発　　　③大逆事件　　　④辛亥革命

　問４　下線部 eq \o\ac(○,ｃ)に関して述べた文として正しいものを、次の①～④のうちから一つ選べ。

　31　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　①　無政府主義者の大杉栄が憲兵に殺害された。

　　　②　震災の混乱の中で、「中国人狩り」が行なわれ、数千人が殺害された。

③　幸徳秋水らの社会主義者が警察署管内で軍に殺害された。

④　震災手形に対し、大蔵省の特別融資が行なわれた。

　問５　下線部 eq \o\ac(○,ｄ)に関連して述べた文として誤っているものを、次の①～④のうちから一

つ選べ。　32　
1 政党・議会を無視する超然内閣であった。

2 清浦内閣に対し、憲政会・立憲政友会・政友本党が憲政擁護運動をおこした。

3 貴族院は、皇族・貴族議員と多額納税者等の勅任議員で構成されていた。

4 清浦圭吾は枢密院議長から首相に転身した。

　Ｂ　 eq \o\ac(○,ｅ)憲政施行以来三十有六年でありまして、国民の知見能力に対する試練は既に相当

　　に尽くされたりと認むるのであります。今や正に普通選挙の制を定め、あまねく国民をして国運の進展の責任にあたらしむべきのときであると信ずるのであります。

　よって、これらの目的をもちまして、 eq \o\ac(○,ｆ)衆議院議員選挙法の全部にわたる改正案を

 eq \o\ac(○,ｇ)本期議会に提出せんことを期するものであります。

　　　　　『加藤高明首相の普選法提案理由演説（帝国議会衆議院議事速記録）』

　問６　下線部 eq \o\ac(○,ｅ)の期間に起こった戦争（事変・出兵を含む）でないものを、次の①～④

　　のうちから一つ選べ。　33　
　　　①シベリア出兵　　　②日清戦争　　　③北清事変　　　④山東出兵

　問７　下線部 eq \o\ac(○,ｆ)に関連して述べた文として正しいものを、次の①～④のうちから一つ選

べ。　34　
　　　　

　　　①　２０歳以上の男子に選挙資格が与えられた。

②　普選法制定以前は、納税者資格による制限選挙であった。

③　加藤高明内閣によって、普通選挙が実施された。

④　女子に対しては、高額納税者のみに選挙資格があった。

　問８　下線部 eq \o\ac(○,ｇ)の期間に制定された法律を、次の①～④のうちから一つ選べ。

　35　
　　　①工場法　　　②治安維持法　　　③治安警察法　　　④国家総動員法

　問９　史料Ｂの演説を行なった加藤高明首相が内閣を組織して以降、８年間は「憲政の

　　　常道」とよばれる政党政治が展開された。この時期の首相経験者として誤っているも

のを次の①～④のうちから一つ選べ。　36　
　　　①若槻礼次郎　　　②高橋是清　　　③浜口雄幸　　　④田中義一

